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商品市況展望  

平成 25 年 6 月 9 日記 

NYNYNYNY 為替概況為替概況為替概況為替概況    米雇用統計でドル買い・円売り米雇用統計でドル買い・円売り米雇用統計でドル買い・円売り米雇用統計でドル買い・円売り    ドル円はドル円はドル円はドル円は 95959595 円割れから円割れから円割れから円割れから 97979797 円台まで回復円台まで回復円台まで回復円台まで回復    

7 日の NY 市場はこの日発表になった米雇用統計を受けて、ドル円、クロス円は買い戻しの動きが優勢

となった。発表直後こそ乱高下したが、動きが落ち着くとドル買いが優勢となり、一方で円安の動きも

見られた。 

 

米雇用統計は非農業者部門雇用者数（米雇用統計は非農業者部門雇用者数（米雇用統計は非農業者部門雇用者数（米雇用統計は非農業者部門雇用者数（NFPNFPNFPNFP））））がががが 17.517.517.517.5 万人増と予想（万人増と予想（万人増と予想（万人増と予想（16.316.316.316.3 万人増）を上回る一方、失業万人増）を上回る一方、失業万人増）を上回る一方、失業万人増）を上回る一方、失業

率は率は率は率は 7.67.67.67.6％に％に％に％に 1111 ポイント悪化していたポイント悪化していたポイント悪化していたポイント悪化していた。もっとも 7.5％から悪化したとはいえ、小数点第 2 位まで計算す

ると 7.55％。前回は 7.51％なので、さほど悪化したとの印象もないさほど悪化したとの印象もないさほど悪化したとの印象もないさほど悪化したとの印象もない。 

FRB による QE 縮小期待は温存する結果ではあったが、NFP も 20 万人増にはとどいておらず、失業

率は 7％台半ばでの推移が続いている。少なくとも大きな改善は見られず、少なくとも大きな改善は見られず、少なくとも大きな改善は見られず、少なくとも大きな改善は見られず、FRBFRBFRBFRB がががが QEQEQEQE 縮小を急ぐまで縮小を急ぐまで縮小を急ぐまで縮小を急ぐまで

の説得力もないの説得力もないの説得力もないの説得力もない。 

 ただ、このことが逆に功を奏したのかもしれない。早期早期早期早期 QEQEQEQE 縮小への懸念から軟調だった米株もポジ縮小への懸念から軟調だった米株もポジ縮小への懸念から軟調だった米株もポジ縮小への懸念から軟調だった米株もポジ

ティブに反応しているティブに反応しているティブに反応しているティブに反応している。弱過ぎるとドル売り、強過ぎると株安というシナリオも想定されたことから、

今回の雇用統計の適度な加減が円相場をサポートしていたように思われる。 

 

 ドル円は雇用統計発表直後に 94 円台に瞬間下落する場面もあったが、一時 97 円台後半まで 200 ポイ

ント超戻した。ユーロ円も 126 円台前半から一時 129 円台まで回復している。 

一方、ユーロドルは 1.32 台を一時割り込んだものの、1.32 台はしっかりと維持した。 

 

 週末の NY ダウは、前日比で 200 ドル以上の上昇で終了している。シカゴ日経 225 先物も

13,195 円での終了であり、12,000 円台まで売られていた週明けの東京株式市場も、大きく買わ

れてスタートする事になると思われる。 

 一方で金市場は、ドル建てベースでは再び 1,400 ドルを大きく割り込み、1,380 ドル台での引

けである。東京市場にとっては 94 円台への円高→97 円台まで円安へという動きが下値を支える

ものの、金に対する逃避買いの後退での下落となったわけだ。 

 

 とにかく昨今の相場は、我々が昔、学校で習ったような経済理論とは一致しないように動く事

が多いわけだ。つまり教科書的に言えば、つまり教科書的に言えば、つまり教科書的に言えば、つまり教科書的に言えば、 

○ 良い経済指標が出る→株価は上昇する。良い経済指標が出る→株価は上昇する。良い経済指標が出る→株価は上昇する。良い経済指標が出る→株価は上昇する。    

○ 悪い経済指標が出る→株価は下落する。悪い経済指標が出る→株価は下落する。悪い経済指標が出る→株価は下落する。悪い経済指標が出る→株価は下落する。    

というのが当然の事だと思うだろうが、実際にはこうだ。 

 

○ 良い経済指標が出良い経済指標が出良い経済指標が出良い経済指標が出る→金融緩和期待がしぼむ→株価は下落する。る→金融緩和期待がしぼむ→株価は下落する。る→金融緩和期待がしぼむ→株価は下落する。る→金融緩和期待がしぼむ→株価は下落する。    

○ 悪い経済指標が出る→金融緩和期待が広がる→株価は上昇する。悪い経済指標が出る→金融緩和期待が広がる→株価は上昇する。悪い経済指標が出る→金融緩和期待が広がる→株価は上昇する。悪い経済指標が出る→金融緩和期待が広がる→株価は上昇する。 となるわけだ。 

    

またこの日の金は、株高→金安となったわけだが、では株安→金高と反比例の関係に必ずなる

のかと言われれば、必ずしもそうではない。株高→金高の場合も、株安→金安の場合もあるわけ
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だ。 

では、株と金に全く相関関係はないのかと言われれば、これまたそうでもない。教科書では必教科書では必教科書では必教科書では必

ず正解と間違いがあるのだろうが、実践では正解が決まっていないという事だず正解と間違いがあるのだろうが、実践では正解が決まっていないという事だず正解と間違いがあるのだろうが、実践では正解が決まっていないという事だず正解と間違いがあるのだろうが、実践では正解が決まっていないという事だ。 

 

このような相場になっている最大の原因は、金融市場（中でこのような相場になっている最大の原因は、金融市場（中でこのような相場になっている最大の原因は、金融市場（中でこのような相場になっている最大の原因は、金融市場（中でも投機資金の量）が圧倒的なボも投機資金の量）が圧倒的なボも投機資金の量）が圧倒的なボも投機資金の量）が圧倒的なボ

リュームとなってしまい、実際経済よりも大きくなってしまった事が主因だろうリュームとなってしまい、実際経済よりも大きくなってしまった事が主因だろうリュームとなってしまい、実際経済よりも大きくなってしまった事が主因だろうリュームとなってしまい、実際経済よりも大きくなってしまった事が主因だろう。例えば為替

市場では、毎日毎日 320 兆円ほどの出来高があるわけで、実際の実需を伴った為替取引よりも

遥かにデカイ。 

当方の若かりし日の頃の不動産バブルでは、日本全体の不動産価格の総額でアメリカが 2 個

買えるところまで膨らんだが、じゃあ実際に交換出来るのか？と問われれば、不可能な話。誰が

見てもおかしな話だったが、幸せなバブルに踊っている時には見えない事でもあった。 

その当時よりも、今の市場はデリバディブが更に発達し、資金は更に膨大なものとなっている。

あっても使いようもないカネが、世界中にばらまかれているわけだ。だから上がった、下がった

と騒いでいるが、金も原油もかつての 3～5 倍の価格であるわけだし、穀物価格もかつての数倍

の価格となっているわけだ。 

 

アベノミクスに批判的な人々は、根底には｢景気が良くなる→株価が上がる｣という古き良きアベノミクスに批判的な人々は、根底には｢景気が良くなる→株価が上がる｣という古き良きアベノミクスに批判的な人々は、根底には｢景気が良くなる→株価が上がる｣という古き良きアベノミクスに批判的な人々は、根底には｢景気が良くなる→株価が上がる｣という古き良き

時代の経済理論が頭の中にあるのだろう時代の経済理論が頭の中にあるのだろう時代の経済理論が頭の中にあるのだろう時代の経済理論が頭の中にあるのだろうと思うと思うと思うと思う。ホントは今の時代は｢株価が上がる→景気が良ホントは今の時代は｢株価が上がる→景気が良ホントは今の時代は｢株価が上がる→景気が良ホントは今の時代は｢株価が上がる→景気が良

くなる｣が正解であり、卵が先か、鶏が先かがかつてとは逆転しているわけだくなる｣が正解であり、卵が先か、鶏が先かがかつてとは逆転しているわけだくなる｣が正解であり、卵が先か、鶏が先かがかつてとは逆転しているわけだくなる｣が正解であり、卵が先か、鶏が先かがかつてとは逆転しているわけだ。 

昔は実体経済を胴体に犬の胴体に、金融をしっぽに例え、しっぽが胴体を振り回すとか言った

ものだが、良い悪いは別にして、今は超巨大なしっぽであり、胴体の何倍もあるわけだ。 

 

よって景気を良くするためには、政府・日銀はちょうど良い押し目が入った今この場面こそ、

何らかのアドバルーンを上げなければならない。“往って来い”まで様子見しては絶対ダメだ。

足元の景気が良くなるまで待つなど愚の骨頂だし、ここからまた強烈に買い上げるような材料ここからまた強烈に買い上げるような材料ここからまた強烈に買い上げるような材料ここからまた強烈に買い上げるような材料

を提供することこそ必要だろうを提供することこそ必要だろうを提供することこそ必要だろうを提供することこそ必要だろう。国債金利の多少の上昇なんて、どうせデフレ脱却→インフレ目

標を定めているのだから、そんな多少の副作用には目を瞑るべきだ。絶対にヘタってはダメだ。

11111111 日（火）の黒田会見には期待したい日（火）の黒田会見には期待したい日（火）の黒田会見には期待したい日（火）の黒田会見には期待したい。 

 

さて本当に景気が回復したら、どうなるか？ その時はもう売りでしょ！ それが相場という

ものだ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \4,505 -97 \4,511 -96 

6 月 4 日 \4,539 34 \4,545 34 

6 月 5 日 \4,499 -40 \4,502 -43 

6 月 6 日 \4,456 -43 \4,462 -40 

6 月 7 日 \4,387 -69 \4,390 -72 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『戻り売り中心の逆張り相場はまだ続くだろう。最悪の価格は

4,200 円台半ばと想定しているが、4,430 円が下値抵抗線であるし、上も下もまださほど大きく

ないのではないか』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的に下落した相場が下抜け相場が下抜け相場が下抜け相場が下抜け。週末には 4,3554,3554,3554,355 円（円（円（円（6/76/76/76/7）までの安値を）までの安値を）までの安値を）までの安値を

記録記録記録記録し、終値も 4,390 円と 4,400 円台を割り込んでの終了である。 

なおその後の夜間取引では、4,3164,3164,3164,316 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録。NY 市場の終値換算では、4,340 円台予

想だ。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、5,0785,0785,0785,078 円（円（円（円（4/114/114/114/11）→）→）→）→4,1324,1324,1324,132 円（円（円（円（4/164/164/164/16）までの）までの）までの）までの 946946946946 円幅の大暴落円幅の大暴落円幅の大暴落円幅の大暴落を演じた後、5555

月は戻り高値月は戻り高値月は戻り高値月は戻り高値 4,7604,7604,7604,760 円（円（円（円（5/105/105/105/10））））までまでまでまで 628628628628 縁幅の戻り縁幅の戻り縁幅の戻り縁幅の戻り。 

そして今週は再び大きく下落し、そして今週は再び大きく下落し、そして今週は再び大きく下落し、そして今週は再び大きく下落し、4,4304,4304,4304,430 円の下値抵抗線も抜けた事で、戻り相場の三尊天井を円の下値抵抗線も抜けた事で、戻り相場の三尊天井を円の下値抵抗線も抜けた事で、戻り相場の三尊天井を円の下値抵抗線も抜けた事で、戻り相場の三尊天井を

形成である形成である形成である形成である。概ね、予想通りの展開である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,387 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,125 4 月 16 日 \4,386 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,129 4 月 16 日 \4,384 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,131 4 月 16 日 \4,389 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \4,132 4 月 16 日 \4,391 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \\\\4,34,34,34,355555555    6666 月月月月 7777 日日日日    \4,390 

 夜間取引では 4 月限が 4,3164,3164,3164,316 円と一代安値を更新円と一代安値を更新円と一代安値を更新円と一代安値を更新している。 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

6/76/76/76/7 のののの NYNYNYNY 市場で市場で市場で市場ではははは、、、、前日比前日比前日比前日比 32.832.832.832.8 ドル安ドル安ドル安ドル安のののの 1313131383.083.083.083.0 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。高高高高値値値値 1414141417.717.717.717.7 ドルドルドルドル、安値安値安値安値 1377.11377.11377.11377.1

ドルドルドルドルと上下 40.6 ドルの大きな変動である。 

為替は一時為替は一時為替は一時為替は一時 94.9794.9794.9794.97 円円円円までの円高があり、終値は 97.4797.4797.4797.47 円円円円までまでまでまで 2222 円以上の円安となっての終了円以上の円安となっての終了円以上の円安となっての終了円以上の円安となっての終了

である。 



 4 

 

仮に為替仮に為替仮に為替仮に為替 94.9794.9794.9794.97 円と、円と、円と、円と、NYNYNYNY 金金金金 1377.11377.11377.11377.1 ドルが同時発生していたら、ドルが同時発生していたら、ドルが同時発生していたら、ドルが同時発生していたら、    

○ 1377.11377.11377.11377.1 ドル×ドル×ドル×ドル×99994.974.974.974.97 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,2044,2044,2044,204 円円円円    となっていた。となっていた。となっていた。となっていた。先週号でコメントした｢最悪の

価格の 4,200 円台半ば｣は実現していたわけだ。 

 

さて相変わらずさて相変わらずさて相変わらずさて相変わらず NYNYNYNY 金のチャートは重い金のチャートは重い金のチャートは重い金のチャートは重い。…中略…  

トレンドが買いに変化するためには、この相対力指数がトレンドが買いに変化するためには、この相対力指数がトレンドが買いに変化するためには、この相対力指数がトレンドが買いに変化するためには、この相対力指数が 50505050 ポイントを抜けてゆく必要があり、ポイントを抜けてゆく必要があり、ポイントを抜けてゆく必要があり、ポイントを抜けてゆく必要があり、

価格では価格では価格では価格では 1500150015001500 ドルが大きな上値抵抗線であるドルが大きな上値抵抗線であるドルが大きな上値抵抗線であるドルが大きな上値抵抗線である。 

下値支持線は 1320 ドルであるが、これが大底なのかどうかは、トレンドが転換してみないと

判らないというところ。NY 金だけを見ていると、決して買いたい相場ではない。 

 

ただし東京は、NY ベース＋為替動向が価格変動の材料ゆえ、一つの大きなイベントである雇

用統計後の大幅円高→反発を見れば、また金価格も戻るのではないか？と想定する。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/46/46/46/4 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

6/76/76/76/7 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、来週は短期的な買い場の提供となるのではあるまいか。4,300 円

第前半は買いであり、4,500 円程度までは戻してもおかしくないだろう。しかしトレンドはまだ

売りなので、あくまでも短期張りに徹するべきであると考える。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \4,769 -44 \4,784 -46 

6 月 4 日 \4,829 60 \4,848 64 

6 月 5 日 \4,823 -6 \4,845 -3 

6 月 6 日 \4,837 14 \4,846 1 

6 月 7 日 \4,787 -50 \4,804 -42 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『南ア問題という強材料を抱えているゆえに暴落はしない

だろうが、上値もまた重いのでもみ合い継続となるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、完全にもみ合いの展開。しかし週末の夜間取引では、一時大幅に円高にな

ったために大きく売られ、4,6774,6774,6774,677 円（円（円（円（127127127127 円安）までの安値を記録円安）までの安値を記録円安）までの安値を記録円安）までの安値を記録している。 

 

…中略…  

基本的には 5,000 円天井だが、押し目買いでもある相場と見ている。最大下がって 4,500 円程

度とチャートでは判断しているため、4,600 円台への大きな突っ込みは、買い拾っても幾らか取

れるだろうとの考えである。 

 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,787 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,782 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,787 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,796 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,310 4 月 16 日 \4,799 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,610 5 月 2 日 \4,804 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,804 円（プラチナ）－4,390 円（金）＝414414414414 円円円円。今週は大きくサヤが広

がった。 

 

結論として当方の相場観は、4,600 円～5,000 円の中でのもみ合い継続の相場であろう。突っ

込み買い、吹き値売りの逆張りが良いだろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \35,930 280 \28,890 340 

6 月 4 日 \35,400 -530 \28,290 -600 

6 月 5 日 \35,240 -160 \27,940 -350 

6 月 6 日 \35,400 160 \27,610 -330 

6 月 7 日 \34,990 -410 \27,160 -450 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『思わぬ時期にもみ合い上放れで新高値更新の相場となったが、こういう時

は買わせるだけ買わせて天井を待つのが良いか。昨年の凶作相場でも 3 万円天井だったわけで、

天候プレミアムだけで買われているのならば、ここからは売り狙いである』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに 28,97028,97028,97028,970 円（円（円（円（6/36/36/36/3）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇するものの、その後は円高もあって急

反落。週末には安値で 26,91026,91026,91026,910 円（円（円（円（6/76/76/76/7）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落であり、一気に 2,000 円超の下落となった。 

 

ズズズズバリ結論から先に言えば、バリ結論から先に言えば、バリ結論から先に言えば、バリ結論から先に言えば、28,97028,97028,97028,970 円で天井は打っただろう円で天井は打っただろう円で天井は打っただろう円で天井は打っただろう。6/3 という日は、天井確認の

日に申し分のない日柄であり、今後 2 番天井があるかもしれないし、為替動向によっては 2 番天

井の方がこの天井よりも高いという場合も無いではないが、まずは買い相場の終了となったとい

うのが、当方の見方である。 

 

どんな相場でも、天井すれば下がる、底を打てば上がるのが道理なのだが、…中略… 昨年は

ホット＆ドライの天候相場で、100 億 Bu も取れないのでは？と警戒が高まり 3 万円まで買い上

げられたわけであるが、今年は｢前年の前年の前年の前年の 107107107107 億億億億 8,0008,0008,0008,000 万万万万 BuBuBuBu→→→→141141141141 億億億億 4,0004,0004,0004,000 万万万万 BuBuBuBu へ、在庫率へ、在庫率へ、在庫率へ、在庫率 6.86.86.86.8％％％％

→→→→15.515.515.515.5％と劇的に改善する％と劇的に改善する％と劇的に改善する％と劇的に改善する｣はずなので（もちろん不確定だが）、3333 万円が近づいたら売ってみた万円が近づいたら売ってみた万円が近づいたら売ってみた万円が近づいたら売ってみた

いいいいとするのは、当然だろう。 

 

今回はそこまで行かず、結果的に 29,000 円台手前で止まって大きく下げたわけだが、要因は

何であれ、3 万円は売りだろうとしていたわけで、結果としては同じという見方なのである。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\36,32036,32036,32036,320    6666 月月月月 4444 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \34,990 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \\\\33,57033,57033,57033,570    6666 月月月月 3333 日日日日    \25,510 10 月 1 日 \31,340 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \24,420 

11 月 14

日 

\25,880 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\\\\28,60028,60028,60028,600    6666 月月月月 3333 日日日日    \24,930 

12 月 21

日 

\26,730 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \\\\28,75028,75028,75028,750    6666 月月月月 3333 日日日日    \25,690 4 月 4 日 \26,790 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 16 日 \\\\28,97028,97028,97028,970    6666 月月月月 3333 日日日日    \26,520 4 月 30 日 \27,160 
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 30 日～4 日の間に全限一代高値の更新～下落となっているわけで、もちろん相変わらず新穀・

旧穀との大きな逆ザヤは存在するわけだが、新穀が仮にサヤ出世するにしても、それはこの秋以

降であろうとの判断である。 

 今の旧穀の上昇も春からの話であり、単純に旧穀との比較をしても仕方ないだろう。 

 

 なお夜間取引では 600 円近く戻しており、27,750 円まで先物は上昇しているが、また引きつ

けての売り狙いだろう。 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 6/76/76/76/7 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、7777 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 3.003.003.003.00 セントセントセントセント高高高高のののの 666.25666.25666.25666.25 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 10.2510.2510.2510.25

セントセントセントセント高高高高のののの 558.50558.50558.50558.50 セントセントセントセント。 

東京市場で注目するのは新穀の 12 月限であるが、週末のシカゴ市場はまた作付遅れを懸念し

ての上昇である。 

 

ただし 6/26/26/26/2 時点で時点で時点で時点での作付進捗率はの作付進捗率はの作付進捗率はの作付進捗率は 91919191％が完了％が完了％が完了％が完了。そんなに危惧するほどの事とも思えないが、

…中略…  

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/46/46/46/4 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、6/3 の高値で天井を打ったと見ている。今週 12 日の米農務省報

告前後に 2 番天井を打つと考えており、戻り売り方針が良いだろうと見ている。ただし 25,000

円以下まで、大きく下がるとは見ていない。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \67,000 720 \55,240 660 

6 月 4 日 \65,900 -1100 \54,560 -680 

6 月 5 日 \65,900 0 \54,470 -90 

6 月 6 日 \65,900 0 \53,910 -560 

6 月 7 日 \67,100 1200 \53,150 -760 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『作付懸念で買われている相場ゆえ、先に作付が完了するコーンが天井を打

たないと、大豆は出遅れと判断される可能性もある。高値を追いかけて買いたい相場ではないも

のの、売りはまだ危険であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに 55,38055,38055,38055,380 円（円（円（円（6/36/36/36/3））））まで駆け上がるものの、その後は急落。週末に

は 52,73052,73052,73052,730 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落し、高値から 2,650 円の下落となった。 

 

2222 月の月の月の月の 55,45055,45055,45055,450 円には僅かに届かず、反落の展開となった円には僅かに届かず、反落の展開となった円には僅かに届かず、反落の展開となった円には僅かに届かず、反落の展開となった。円高の影響が大きかったものと思

われるが、コーンも天井を打ったと判断している当方にとっては、大豆も同様に天井を打った可

能性は高いとの判断である。 

ただし週末のシカゴ大豆・新穀は大きく上昇しており、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \70,000 5 月 14 日 \44,400 6 月 18 日 \67,100 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \64,900 5 月 16 日 \47,500 

11 月 13

日 

\61,500 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \67,810 5 月 29 日 \46,920 

10 月 16

日 

\64,780 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\57,10057,10057,10057,100    6666 月月月月 4444 日日日日    \48,450 1 月 9 日 \54,100 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\55,01055,01055,01055,010    6666 月月月月 3333 日日日日    \50,150 4 月 4 日 \52,810 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 16 日 \\\\55,38055,38055,38055,380    6666 月月月月 3333 日日日日    \49,850 5 月 2 日 \53,150 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末6/76/76/76/7のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、7777月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比1.001.001.001.00セントセントセントセント高高高高のののの1515151528.2528.2528.2528.25セントセントセントセント。11111111月限では月限では月限では月限では24.5024.5024.5024.50

セセセセント高のント高のント高のント高の 1313131330303030.25.25.25.25 セントセントセントセント。 

…中略…  

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/46/46/46/4 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、55,380 円で天井を打った可能性が高いと判断しているものの、

それを超えるか、近づく 2 番天井はもう一度あるとの判断である。崩れたと安値を叩くのはまだ

危険との判断であり、米農務省報告前後の相場を見守りたい。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 246.7 -1.3 257.0 -1.4 

6 月 4 日 250.4 3.7 261.4 4.4 

6 月 5 日 248.5 -1.9 257.0 -4.4 

6 月 6 日 241.2 -7.3 247.7 -9.3 

6 月 7 日 239.9 -1.3 245.0 -1.7 

先週号においては『チャートは悪く、また戻り売りの相場になったと思われる。しかし安値を

売ると、産地価格からは大幅に割安であるため、顎を刺される恐れがある。突っ込みは追いかけ

ずに、利食い千人力が良いだろう』とコメントした。    

今週の相場展開は、週末に掛けての 3 日連続安で 243.0243.0243.0243.0 円（円（円（円（6/76/76/76/7））））まで下落まで下落まで下落まで下落。先物引き継ぎ足

チャートでは、かろうじて 242.6 円（4/18）の安値は割り込んでいないものの、実質的には当限当限当限当限

以外は一代安値の更新中以外は一代安値の更新中以外は一代安値の更新中以外は一代安値の更新中であり、5 月の戻りを完全に“往って来い”した状況である。 

 

チャートが悪化する中で、円高・株安がそれに追い討ちをかけ、一気に崩れ去ったのが今週の

ゴム相場である。 

ゴム自体には然したる買い材料が聞こえて来ず、米国は自動車販売が好調というものの、直接

的にゴムが買い上げられるまでの材料とはなっていない。 

先週号でコメントした｢現状ではまだ、逆三尊の底値である 242.6 円には 15 円ほどの余裕があ

るものの、割り込んで行くようなら戻りの倍返しの 186 円台への暴落というパターンも無いとは

言えまい。それがチャート判断という事であるが、そこまで悪い相場なのかどうかには疑問があ

るが｣という考え方に変化なないが、良くない相場である事は間違いなし。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 236.7 4 月 18 日 239.9 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 239.0 239.0 239.0 239.0 6666 月月月月 7777 日日日日    241.5 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 240.2 240.2 240.2 240.2 6666 月月月月 7777 日日日日    243.0 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 240.5 240.5 240.5 240.5 6666 月月月月 7777 日日日日    242.8 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 244.4 244.4 244.4 244.4 6666 月月月月 7777 日日日日    244.4 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 274.8 5 月 29 日 243.0 243.0 243.0 243.0 6666 月月月月 7777 日日日日    246.0 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、6月限239.9円～11月限246.0円と 6.16.16.16.1円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は大幅縮小だが、

逆ザヤになるとまでは思っていない。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

 



 10 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、5/20 現在で 756 トン減の 14,881 トン。23 旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、18,000 元そこそこまで下落。なお上海市場は、10～12 日まで休場である。 

 

 結論として当方の相場観は、4 月→5 月の戻り分を、完全に“往って来い”した相場であるが、

まだ底入れを確認したとは言えない情勢だ。当面は戻り売り方針で、チャートだけの判断だと底

値は 186 円台と読めるが、そこまで悪い相場なのかどうかはまだ不明だ。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週においては『逆張り→戻り売り相場への転換である。大暴落があるとは思えぬが、W トッ

プ完成の相場は下値トライする可能性が高いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 91.2691.2691.2691.26 ドル（ドル（ドル（ドル（6/36/36/36/3）まで下落の後、反騰）まで下落の後、反騰）まで下落の後、反騰）まで下落の後、反騰。週末 6/7 は、前日比

1.27 ドル高の 96.0396.0396.0396.03 ドルドルドルドルでの終了である。 

 

雇用統計の発表で為替も 2 円以上大きく変動したが、…中略…  

 

なお 6/7 現在のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111100004444 ドル台ドル台ドル台ドル台、、、、ドバイ原油ドバイ原油ドバイ原油ドバイ原油はははは 101101101101 ドル台ドル台ドル台ドル台であり、NY 原油と

パラレルに動いている。 

 

 また 6/46/46/46/4 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \61,800 -1290 \60,500   

6 月 4 日 \62,370 570 \61,160 660 

6 月 5 日 \62,660 290 \61,440 280 

6 月 6 日 \62,400 -260 \61,070 -370 

6 月 7 日 \61,340 -1060 \59,850 -1220 

東京原油は、予想通りの戻り売り相場となり、週末には急落して 6666 万円割れを示現万円割れを示現万円割れを示現万円割れを示現。安値は

59,38059,38059,38059,380 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録である。 

もっともその後の夜間取引では、59,23059,23059,23059,230 円の安値円の安値円の安値円の安値も出すものの、そこから急激に戻して 61,13061,13061,13061,130

円（安値から円（安値から円（安値から円（安値から 1,9001,9001,9001,900 円の戻り）を記録円の戻り）を記録円の戻り）を記録円の戻り）を記録するなど、乱高下である。このままだと、週明けの寄り

付きは 61,000 円程度だろう。 

 

結果としてこう動いたわけだが、週末の米雇用統計の発表はスケジュールでわかっていた事。

またこの日の発表内容次第では、株も為替も商品も大きく動くのはわかっていたわけで、わから

なかったのは、暴騰するのか、暴落するのかという事だけだった。 

つまりこんな時は、オプション取引ならバタフライでプット、コールの両方を買っておけば良

いという戦略があるが、先物市場ではポジションを持たないのが普通の戦略。君子危うきに近寄

らずで、そうしておれば夜間取引の波乱など、気にすることもなかったという話だ。 

…中略…  
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \61,340 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \57,780 4 月 18 日 \60,740 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \65,240 5 月 21 日 \57,360 4 月 16 日 \60,480 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \65,100 5 月 21 日 \57,370 4 月 18 日 \60,250 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \65,000 5 月 20 日 \57,510 5 月 2 日 \60,060 

2013 年 12 月 \\\\60,37060,37060,37060,370    6666 月月月月 3333 日日日日    \\\\62,05062,05062,05062,050    6666 月月月月 5555 日日日日    \\\\59,38059,38059,38059,380    6666 月月月月 7777 日日日日    \59,850 

 

 結論として当方の相場観は、NY 原油は 90 ドル～97 ドルのもみ合いの継続であろう。東京市場

はそれに為替がオンするため、夜間取引で大きく戻した相場が 62,000 円オーバーなら押し目買

い転換。再び 6 万円を割る様なら、売り方針という事であろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \72,800 -770 \71,570 -950 

6 月 4 日 \73,330 530 \72,460 890 

6 月 5 日 \73,900 570 \72,800 340 

6 月 6 日 \73,970 70 \72,760 -40 

6 月 7 日 \73,780 -190 \71,840 -920 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『大暴落するほどの相場ではないと思うものの、目先は 75,000 円台で天井

を打った相場ゆえ、戻り売り方針が良いだろう。一度は 7 万円割れが出るだろうとの見方である』

とコメントした。 

今週の相場展開は、上げたり下げたりで保合い継続の展開。なお週末は大きく下落して 70,93070,93070,93070,930

円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録したが、夜間取引では逆に 73,00073,00073,00073,000 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録するなど乱高下である。米雇用統計と

いう重大イベント前後に、大きく動いた格好である。 

 

相場は乱高下を演じているが、この程度なら日常茶飯事。チャートを見ればわかる話だ。問題

は買いトレンドなのか、売りトレンドなのかという事だが、現状ではどう見てもまだ戻り売りの

トレンドに見える。 

75,59075,59075,59075,590 円（円（円（円（5/205/205/205/20）にストップ）にストップ）にストップ）にストップロスを置き、それに接近した場面を売るのが良いロスを置き、それに接近した場面を売るのが良いロスを置き、それに接近した場面を売るのが良いロスを置き、それに接近した場面を売るのが良いと見るが、さ

て？ もしも良い場面を売られとしたら、目標値は目標値は目標値は目標値は 7777 万円割れ万円割れ万円割れ万円割れという事になる。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \73,780 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \74,050 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \69,050 4 月 18 日 \73,340 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \68,150 4 月 18 日 \72,730 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \75,590 5 月 20 日 \68,030 5 月 2 日 \72,150 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \74,300 5 月 29 日 \\\\70,93070,93070,93070,930    6666 月月月月 3333 日日日日    \71,840 

 

6/76/76/76/7 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

  

6/16/16/16/1 現現現現在の在の在の在のガソガソガソガソリン在庫は、リン在庫は、リン在庫は、リン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、75,590 円（5/20）にストップロスを置き、それに接近した場面

を売る。目標値は 7 万円割れであるが、長くポジションを維持する相場ではないだろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 3 日 \72,490 -1190 \74,590 -1180 

6 月 4 日 \73,290 800 \75,250 660 

6 月 5 日 \73,550 260 \75,490 240 

6 月 6 日 \73,040 -510 \74,990 -500 

6 月 7 日 \71,690 -1350 \73,460 -1530 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『大勢での押し目買いは 1 月限が発会するまで封印。目先は戻り売りで、再

度の大きな調整を待つのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの下落の後に戻したが、週末には再び急落となって 72,99072,99072,99072,990 円（円（円（円（6/76/76/76/7））））

と 73,000 円割れ。 

しかしその後の夜間取引では、74,73074,73074,73074,730 円まで一時大きく戻し円まで一時大きく戻し円まで一時大きく戻し円まで一時大きく戻しており、5/20 の 77,820 円からは

緩やかな下げトレンドだというものの、方向感はあまりない情勢である。 

 

ガソリンは逆ザヤ、灯油が順ザヤなのは、需要期の季節習性から言って当然の事。だからこそ

基本的に、1 月限が出て高値を付けるまでは、よほど原油相場が崩れない限りは大下げしないと

いう事を予測しているわけだが、かと言って買える相場でもなさそうな情勢では、正直面白い相

場ではないだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \67,320 4 月 18 日 \71,690 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \67,720 4 月 18 日 \71,730 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \68,340 4 月 18 日 \71,990 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \77,270 4 月 11 日 \69,000 4 月 18 日 \72,450 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \77,820 5 月 20 日 \69,850 5 月 2 日 \73,010 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \77,240 5 月 29 日 \\\\72,99072,99072,99072,990    6666 月月月月 7777 日日日日    \73,460 

 

6/76/76/76/7 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

6/16/16/16/1 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

今現在、在庫が過剰なのはジェット燃料であり、在庫が少ないのは軽油である。 

   

 結論として当方の相場観は、急騰場面を売り、急落場面を買う逆張り相場であろう。トレンド

が大きく出るとは思えないため、売り乗せ、買い乗せは厳禁だろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

111103.7303.7303.7303.73 円（円（円（円（5/225/225/225/22））））→→→→96969696 円円円円へと円高調整となっていた相場は、週末の NY タイムでは一時 94.9794.9794.9794.97

円まで円まで円まで円まで記録記録記録記録している。その後、また 97.4797.4797.4797.47 円まで戻しての終了円まで戻しての終了円まで戻しての終了円まで戻しての終了である。 

77777777 円→円→円→円→103103103103 円まで円まで円まで円まで 26262626 円の円安円の円安円の円安円の円安を演じたを演じたを演じたを演じた相場相場相場相場はははは、これで、これで、これで、これで約約約約 9999 円の調整を入れたわけである円の調整を入れたわけである円の調整を入れたわけである円の調整を入れたわけである。お

およそ 3 分の 1 押しというところであり、半値押しなら 90 円台まであるものの、週末の NY タイ

ムでの動きを見れば調整は終了したかも調整は終了したかも調整は終了したかも調整は終了したかも。 

 

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

 

〇日経平均相場日足 

…削除済み… 

 8,400 円台（10/15）→15,900 円台（5/23）まで 2 倍近くに駆け上がった相場ゆえ、調整が出

るのは当り前。調整で 12,000 円台は出るだろうとしたが、やっとそこまで下げてきた。 

相場が下がれば、もっと下がるかも…と不安になるのは、投資家なら誰もが同じ。だが、下が

っても“往って来い”するほど下がると相場だと思うかね？ つまりはそういう事だ。 

…中略…  

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 週末にドル/円は 94 円台→97 円台と大変動で、ユーロ/円も 126 円台→129 円台まで大きく動

いた。だがユーロ/ドルは 1.32 ドル台で大して動かず、ただしトレンドはドル安方向に一気に変トレンドはドル安方向に一気に変トレンドはドル安方向に一気に変トレンドはドル安方向に一気に変

化し化し化し化しているているているている。 

 東京商品市場で、もしもまた大きな上げが来るのなら、ドル安でドル建て商品が買われ、円安

で更に東京商品市場が舞い上がること。このユーロ/ドルの推移には注目だ。 

  

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


